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１ 健一さんは，和美さんと「日本の食料事情」について調べ学習をしています。
けんいち かず み

(1) 会話文の（ ア ）にあてはまる数字を答えなさい。

(2) 下線部ａの日本の農業

従事者の変化について，

健一さんは，資料２をも

とに考えました。資料２

からわかる農業従事者の

変化を２つ答えなさい。

（「基幹的農業従事者」とは，

毎日の仕事として主に農業

に従事している人をいいま

す。）

健一「ぼくたちが食べている食料を調べてみると，海外で生産された農作物が多いこ

とがわかったよ。」

和美「資料１をみると，2005年では，

日本の食料の約（ ア ）割は，

海外からの輸入に頼っているこ

とがわかるわ。」

健一「また，日本の食料自給率が，年

ごとに減少していることもわか

るなあ。」

和美「農産物の輸入自由化によって，

価格の安い外国産の農産物が大量に輸入されていることが大きな原因ではない

かしら。それとａ日本の農業従事者の変化も原因の１つだと思うわ。これらは，

農業そのものにも大きな影響を与えているのね。」

健一「ｂ日本人の食生活が変化しているのも原因の１つだと思うな。食料自給率を上

げることは，日本にとって大きな課題だといえるね。」
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資料１ 日本の食料自給率(%)

（農林水産省 食料需給表から）
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資料２ 農業従事者の人口とその変化

（農林水産省 農林業センサス累年統計書から）

( 万 人 )
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年

(3) 健一さんは，下線部ｂ

について，資料３をもと

に，日本人の食生活の変

化について考えました。

資料３からどのような

食生活の変化が考えられ

るか，答えなさい。

２ 健一さんは，資料１の世帯数と平均世帯人員の年度ごとの移り変わりを示すグ

ラフを見て，気付きをノートにまとめました。

(1) 文中の（ア）に当てはまる数字を答えなさい。（小数第２位を四捨五入）

(2) 健一さんの家族は，健一さんと父，母，妹の４人家族です。このような家族

の形態を何といいますか。漢字３字で答えなさい。

(3) 健一さんは，＜まとめ＞の＜理由＞を家族の形態の変化の視点から

に書きました。 に入る文を答えなさい。
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資料３ 米と小麦の国内消費量の変化
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＜グラフからの気付き（ノート）＞

○世帯数・・・年々増加

1960年度 約2200万世帯

2007年度 約4900万世帯

※1960年度の約（ ア ）倍

○平均世帯人員数・・・年々減少

1960年度 約4.1人

2007年度 約2.6人

※1960年度の約0.6倍

＜まとめ＞

＜理 由＞

イ

世帯数は増えているのに，平均世
帯人員数が減っている。

（平成19年度 食料需給表から）

年度

イ

イ

（平成19年国民生活基礎調査から）

資料１

世帯数と平均世帯人員の移り変わり



３ 健一さんと和美さんは，日本国憲法

で保障されている基本的人権につい

て，資料１をもとに，話し合ってい

ます。話の内容を参考にして，会話

文の (1)～ (4)の に入る語句

や文を答えなさい。

※ (3)には，侵害された権利とその権利の内容について記述すること。

資料１の 権は，ぼくたちの生活ととても関係が深い権利が定めら

れているね。

教育を受ける権利もその１つだわ。私たちが毎日使っている教科書も，憲法第

２６条に「・・・義務教育は，これを とする。」と定められている

ことと関係しているのよ。

そうね。この裁判では，作家や出版社側は自由権で認められている表現の自由

を主張し，Ａさんは，

が侵害されたことを主張したのよ。

裁判所の判決では，作家と出版社側に賠償金の支払いと出版差し止めを命じた

んだね。ところで，今までは権利について考えてきたけど，日本国憲法では，国

民生活を支えるために３つの義務を定めているね。

資料１

そうね。この３つの義務はとても大切だと思うわ。３つの義務のうち

の義務は，私たち中学生も関係している義務になるわね。

ぼくたちは，権利について理解するだけでなく，義務についてもしっかりと果

たしていくことが大切だね。

(1)

(2)

(3)

なるほど。そうだね。教科書は大切に使わないといけないね。そういえば，以

前，ある作家が，自分が書いた本の中に，無断で知人のＡさんを登場させたこと

で裁判になったことがあったね。この裁判ではどのようなことが争われたのか

な。

(4)

日本国憲法で保障されている基本的人権

・平等権…等しく生きるための権利

・自由権…自由に生きるための権利

・ 権…人間らしく生きるための権利

・人権を守るための権利

・新しい人権

（1）

需要量

供給量
価
格

数量

イ

需要量

供給量価
格

ア

数量

４ 健一さんは，２週間前にスーパーマーケットで売られていたトマトの価格が，

変わっていることに気付きました。

(1) 健一さんは，価格の変化の様子を知るために，昨年度の東京都中央卸売市場

のトマトの入荷量と平均価格の動きについての資料１をグラフにしようと考え

ました。グラフを完成させなさい。（解答用紙のグラフを完成させること）

(2) 健一さんは，価格と需要量，供給量の関係を示すモデル図を授業で学習し，

これをもとにトマトの価格の変化について考えました。トマトの価格が大きく

変化する９月から１０月にかけての変化を示すモデル図を下のア，イから選び，

記号で答えなさい。また，選んだ理由を「供給量」「価格」の語句を用いて答

えなさい。（需要量はここでは変化しないものとする)

(3) 健一さんは，水道や電気料金などの公共料金は，国会や政府が価格を決定・

認可するため，市場の動きに左右されないことを知りました。どうして国会や政

府が価格を決定したり，認可したりするのでしょうか。その理由を説明しなさい。

0

200

400

600

800

1,000

1,200

1,400

1,600

1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 月

入荷量

（トン）

0

50

100

150

200

250

300

350

400

450

平均価格

（円／㎏）

数量 平均価格

資料１
トマトの入荷量と平均価格の動き

月 入荷量 平均価格
(トン） (円/kg)

１ ６７１ ３０７
２ ６４８ ３６７
３ ７５９ ３７６
４ ８５４ ３７８
５ １１０２ ２７６
６ ９６６ ２６８
７ １１６０ ２４６
８ １３８９ ２２７
９ １２７０ ２５９

１０ ７４５ ３８１
１１ ５２４ ４１２
１２ ５２１ ４１０

(東京都中央卸売市場年報 2008年度から)
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５ 次は，健一さんの学級で行われた地方公共団体の財政と政治に関する授業の一

場面です。

(1) 上の文中の□ア ～□ウ にあてはまる語句や都道府県名をそれぞれ答えなさい。

※ ①②③④は，地方交付税交付金，地方税，国庫支出金，地方債のいずれかです。

先生「まず，都道府県の歳入について考えます。資料１は『都道府県のおもな歳

入』に関する資料です。この資料をもとに，中部地方にある（あ）県が何

県であるか考えてみましょう。」

健一「資料１の歳入の内訳は，①は であり，②は であると考

えました。そのことから,（あ）県は中部地方で一番税収の多い 県

ではないかと思います。」

先生「そのとおりです。東京都と鳥取県を比べて考えるとわかりやすいですね。」

ア

ウ

イ

資料１ 都道府県のおもな歳入

（2007年版 地方財政統計年報から）

都道府県の歳入・歳出を学習したあと，熊本県の財政について学習しました。

先生は，資料２，３を示しながら，次のような質問をされました。

先生「資料２は，熊本県の歳入予算について，平成１３年度と平成２１年度の２

つを比べたもの，資料３はそれぞれの年度の合計額を示したものです。

平成１３年度と平成２１年度の資料を比べて見ると，どのようなことが

わかりますか。」

① ② ③ ④ その他

① ② ③ ④ その他

① ② ③ ④ その他

① ② ③ ④ その他

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

東京都

北海道

鳥取県

（ あ ）県

（平成１３年度） （平成２１年度）

平成１３年度 ８，１３２億円

平成２１年度 ７，１９３億円

(2) 熊本県の財政における課題について，資料２，３をもとにあなたの考えを説

明しなさい。

(3) 健一さんたちは，熊本県にある歴史資産をあげ，その魅力を通して，全国の

人々に熊本県の魅力を紹介することにしました。あなたが紹介したい歴史資産

を１つあげて，歴史資産の説明とあなたが感じる魅力を具体的に答えなさい。

（資料２，３は熊本県ホームページ

「熊本県の財政状況」から作成）

資料２ 平成１３年度と平成２１年度の熊本県の歳入予算額における歳入項目の割合

最後に，先生は，熊本県の進めているある政策を教えてくださいました。

先生「熊本県は『ようこそくまもと観光立県条例』を定めました。これは，九州

新幹線全線開業に向け，『歴史回廊くまもと観光立県』を宣言し，豊かな歴

史資産（祭り・芸能・建造物・史跡等）を最大限に生かし，観光の目玉と

するものです。」

資料３ 熊本県の歳入予算額（当初）の合計
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６ 健一さんの学級では，下の表のように，各班で政治についての調べ学習を行っ

ています。テーマに沿って調べ学習をするなかで，いろいろな疑問が出てきまし

た。

(1) 健一さんが，班員の疑問や問題点に答えています。次のア～エの に

あてはまる文や数字をそれぞれ答えなさい。

健一：その違いは，

健一：それは，資料１の①～⑤のなかの にあたるよ。
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資料１ 国の政治のしくみ 資料２ 熊本県の政治のしくみ

ア

イ

＜１班の疑問＞

資料１と資料２とを比べると，内閣総理大臣と県知事の選出方法には違い

があるようだけど，どこが違うのかなあ。

〔政治についての調べ学習 各班のテーマ〕

班 テーマ 班 テーマ

１班 地方の政治と国の政治の違い ３班 衆議院の優越

２班 議院内閣制 ～国会と内閣の関係～ ４班 選挙のしくみと課題

＜２班の疑問＞

資料２の「不信任決議」に注目すると，国会と内閣の関係でも，不信任決

議があるのではないかなあ。

①

②

③

④

⑤

健一：衆議院は，

健一：資料３から見えてくる問題点は，

(2) このあと，各班での調べ学習をもとに，「より豊かな生活をおくるために，

国や県がどのような取り組みを行うべきか」について，具体的なテーマを設定

することになりました。あなたなら，どのようなテーマを設定し，学習を進め

ていきたいですか。設定したいテーマと設定の理由を述べなさい。
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（総務省資料から）

＜３班の疑問＞

次の新聞記事に注目しました。

この記事では，衆議院の議決が優先されているけど，どうして衆議院には

参議院より強い権限が与えられているのかなあ。

内閣総理大臣指名をめぐる対応について，９年ぶりに両院協議会の開催が決

定。両院協議会終了後に再び開かれた本会議で，参議院側の議長から協議の経

過及び結果が報告された。・・・・（中略）・・・・この結果，衆議院の議決が

優先され，○○議員が内閣総理大臣に指名された。

（平成20年9月26日の新聞記事から）

＜４班の疑問＞

選挙の課題について調べていくと，資料３から日本国憲法の平等権にかか

わる問題点が見えてくるなあ。

○あ 県 ○い 府 ○う 県 ○え 県

資料３ 議員一人当たりの有権者数＜参議院選挙区＞（2006.9調査）


